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だいぶ涼しく 

なってきましたね。   
か ん ば ら こ う い ち ろ う 
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神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

昨年に引き続き、所属した文教常任委員会で、子どもに関する施策や教育施策全般について、       

調査・研究し、様々なテーマで審議し、色んな課題が見えてきました。 

子育て心の悩み相談の相談件数は２００４年度  

延べ２９２回から、２００９年度延べ９９０件に急増。  

相談内容は「言葉が遅い」「子どもが反抗的である」 

など、子どもの育ちに関すること、「子どもをたたいて 

しまう」「育児に自信がもてない」など保護者自身の 

不安や感情面での悩みなど。 
 

教育センターでの教育相談件数も年々増加し、 

昨年度はついに延べ件数で１万件を超えました。相談

の多い内容は「行動」「自閉的傾向」「発達遅滞」  

「不登校」に関するもの。 
 

児童虐待相談は、通告を受けた後、住民票や虐待

の履歴確認等の基礎調査、関係機関からの情報  

収集、家庭訪問などで子どもの安全確認をしている。

通告件数は大幅に増加。昨年度５８件（今年度９５件）                  

                            などなど 

中学校少人数学級事業：各中学校に非常勤講師を派遣し、

きめ細かな対応を行っている。非常勤講師は、少人数指導  

対応・不登校対応・生徒指導対応などを行っている。 
 

放課後学習支援事業：児童生徒の学習習慣の定着、学習

意欲向上を目指し小学校４校、中学校２校で放課後などに

退職教員や大学生などが学習支援している。 
 

小学校外国語活動推進事業：来年度から小学校５,６年生

は、外国語活動が必修となる。現在、拠点校４校で、非常勤 

講師を配置し、効果的、実践的な取組みを進めている。 
 

などなど 

学力向上・きめ細やかな教育の実現に向け教育委員会

の試行錯誤が続いています。また、子育てに関しての

保護者の方々の悩みや問題は、多様化かつ増加し続け

ており、人員体制の強化が必要です。しかし、教育  

委員会の決算額は減少し続けています。(左図参照) 

財政が厳しいとは言え、次代を担う子どもたちに  

もっと予算がつけられるよう、市全体の事業の優先 

順位づけを改めて見直す必要があると強く感じます。 

決算額（一般会計）調べ 

  一般会計歳出総額 
子ども未来部 

教育委員会 

（耐震関係分を除外） 

2007 年度 
１２０４億円 

（８８５億円） 

８６億円 

（７．１％） 

６１億円 

（６．９％） 

2008 年度 
１１７１億円 

（８６８億円） 

９０億円 

（７．７％） 

５４億円 

（６．２％） 

2009 年度 
１２４２億円 

（９５１億円） 

９４億円 

（７．６％） 

５２億円 

（５．５％） 

（注）括弧書きの額は、人件費を除いた額。 

２００９年度は定額給付金（約６１億円）・子育て応援特別手当（約２億円）含む             
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 毎年１０月に前年度の決算審議が行われます。決算審議では、予算を組んで行った様々な政策、事業の

効果や費用が当初の見込みと比べ、どうだったかをチェックし、次年度以降に活かします。所属する文教 

常任委員会で、こども未来部・教育委員会に質疑しました。その一部を、ご覧ください。 

Ｑ．新学習指導要領では授業時間数が増加するが、

体力面、集中力の面で問題はないのか？ 
  

A. 小学校低学年では、週５日全て５時間設定に 

するか、週１日６時間設定にする予定。授業時数の 

増加で、子どもたちが分かる喜びや学ぶ意義を実感

させることができるよう取組んでいく。   

（要望）子どもたちにとって一日あたりの授業時間数は

どれくらいが適切なのか、調査・研究して欲しい。 

Ｑ．学校施設の光熱水費削減分還元制度実施による削減効果は？ 
 

A.過去３年の平均光熱水費より参加 11 小中学校で計１７０万円、

CO2３万 Kg 削減された。 
 

（要望）児童生徒や教職員の省エネに対する意識の向上が図れると

思うので、より多くの小中学校が参加するように勧めて欲しい。 
 

（注）光熱水費削減還元制度（フィフティ・フィフティ制度）は、児童・  

生徒・教職員が協力し省エネに取組み、節減できた光熱水費の    

半分をその学校に還元する制度。 

Ｑ．学校の洋式トイレの割合は？  
  

A.小学校平均 35.4％、中学校平均

27.1％。特に低学年児童が和式   

トイレの使用に困惑している。   

（意見）小学生の約７５％、中学生

の約６０％が洋式トイレを好むそう

で、時代と児童生徒のニーズに  

合わせ、洋式トイレを増やすべき。 

Ｑ．放課後こどもクラブ入会児童の保護者を対象の

時間延長や学年延長などのアンケート調査結果は？  
 

A.時間延長・学年延長・土曜日開設の利用希望者は

全回答者の 46.8％、42.1％、41.5％。    

（要望）保護者のニーズに早急に応えて欲しい。 

Ｑ ． 青 年 の 家い ぶ き の   

プラネタリウムは休止か

ら数年経つが、最近の活用

実績、今後の活用方法は？  
 

A.大学生の落語、若者の 

バ ン ド 練 習 の場 と し て 

活用。今後は、市の財政 

状況を勘案し検討する。   

（ 意 見） 施設の 更新 に は  

数億円かかり、今日の市民

ニーズを考慮すると、早急

に今後の活用方法を決定

し、市有財産の有効活用を

図るべき。 

Ｑ ． 母 子 福 祉 セ ン タ ー  

（中桜塚）内の会議室や 

和室の一般利用数と使用料

収入は？  
 

A.昨年度は会議室が 88 件

976 人、和室が 4 件 37 人。

使用料収入は、ゼロ。   

（ 提 案 ） 会 議 室 や 和 室 が   

ゆたか保育所の奥にあり、

児童の安全確保や施設の 

有効活用の点から、両室を

改装し、保育所の部屋として

活用し、待機児童の解消に

つなげてはどうか。 

Ｑ．市が所蔵している文化財はどれくらいあるのか？一般公開が 

困難なら、（ネット上で鑑賞できる）バーチャルミュージアムを作成

してはどうか？ 
 

A.中央公民館の特別収蔵庫に収蔵されている文化財は計８２１０点

（考古資料：約１０５０点、古文書：約６７３０点、民俗・歴史   

資料等：約４３０点）。実物の公開を基本に、資料のデジタル化、  

ホームページ等を通じた公開方法について検討する。 
 

（要望）文化財をきちんと保管することも大事だが、広く市民に観賞して

頂けるように努めてほしい。 



日 々 の 活 動 に つ い て の 詳 細 は 神 原  宏 一 郎 ホ ー ム ペ ー ジ の 日 記 を ご 覧 く だ さ い ！

http://www.geocities.jp/positive_square/diary.html  
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2010 年 7 月 

1 日 のばたけ幼稚園公開保育 

2日 北摂アクションネット・学校図書館を考える市民の会懇談会 

4日 井坂信彦氏参議院議員選挙応援 

6日 ゆたか幼稚園公開保育 

7日 「第６０回社会を明るくする運動 

    ～犯罪や非行を防止し立ち直りを支える地域のチカラ～」 

8日 「豊中老人クラブ連合会創立５０周年記念大会」臨席 ※ 

11 日 寺内小学校校庭芝生化推進事業 

   真下俊樹氏講演「地域のグリーンニューディール政策とは? 

    ～環境をよくして経済効果を上げる・一石 N鳥～」 

12 日 近畿市民派議員学習会・交流会 

13 日 ７月臨時議会 本会議 ※ 

   「豊中に公的子どもｵﾝﾌﾞｽﾞﾊﾟｰｿﾝをつくる会」 

14 日 補正予算事業関連地の現地視察 ※ 

15 日 大阪府教育委員会「シックスクールに関する質問・要望」 

19 日 うえの歩こう会 

21 日 関西若手議員の会合同勉強会・研修会 

22 日 ７月臨時議会 代表質問 ※ 

23 日 ７月臨時議会 代表質問 ※ 

24 日 キッズフェスタ・「蛍池納涼祭」・「おかまち夜店大会」 

25 日 2010 年度第１回市民講座「人が人らしく生きること 

    ～私たちの生活と権利擁護～」 

26 日 ７月臨時議会 代表質問・個人質問(神原宏一郎）※ 

28 日 環境福祉常任委員会傍聴 ※ 

29 日 建設水道常任委員会傍聴 ※ 

 

2010 年 8 月 

1 日 シドニー・IBA大阪親善交流大会 

2日 文教常任委員会(神原在籍) ※ 

3 日 総務常任委員会傍聴 ※ 

5日 市民力フェスタ2010 実行委員会 

6日 「大阪府教職員人事権の移譲」勉強会・意見交換会 

7日 豊中まつり 2010 ごみリサイクルステーションボランティア 

8日 豊中まつり 2010 ごみリサイクルステーションボランティア 

10 日 ７月臨時会 本会議 ※ 

11 日 豊中市公館見学 

18 日 全国若手議員の会総会 

19 日 全国若手議員の会研修会 

20 日 上野まつり事前準備 

21 日 第１３回市政報告会・上野まつり 

22 日 上野まつり後片付け・寺内まつり 

23 日「日米安保・米軍基地・平和憲法」勉強会 

25 日 豊中市伊丹市ｸﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ見学・現役ｲﾝﾀｰﾝ OB・OG交流会 

26 日 空港問題調査特別委員会 大阪航空局陳情 ※ 

27 日 第３回「慰安婦」問題の早期解決を目指す豊中学習会 

28 日「夏休みこども自然観察会～千里川の近くの自然に触れよう! 

    身近な自然ともだち大発見☆～」ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ 

   曽根ｻﾏｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 2010・東豊台まつり 

29 日 高砂市議会議員選挙応援 

30 日 ごみ問題学習会 

   「2011 年地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送完全移行に係る説明会」 ※ 

31 日 ｲﾝﾀｰﾝｶﾘｷｭﾗﾑ「豊中市に対する政策提案」意見交換会 

     

2010 年 9 月 

1 日 中部環境センター訪問 

2日 空港問題調査特別委員会視察・国土交通省陳情 ※ 

3日 空港問題調査特別委員会視察 ※ 

4日 北摂アクションネット 

7日 ９月定例会 本会議 ※ 

8日  庄内温水プール・豊中市立母子福祉センター見学  

9 日  南丘小学校芝生化事業見学 

10 日 建設水道常任委員会傍聴 ※ 

11 日 地域子ども教室「千里川で水遊び」ボランティア 

   「第 5回地域子ども教室カーニバル」 

   「救命力世界一シンポジウム」 

13 日 文教常任委員会(神原在籍) ※ 

14 日 総務常任委員会傍聴 ※ 

   とよなか・まちづくりフォーラム 

15 日「市民ロビーゆうゆうコンサート」 

16 日 インターン生主催「ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸごみを考える勉強会」 

17 日 豊中市所蔵美術品倉庫見学 

18 日「とよぶん・文化・STATION」・敬老の集い 

19 日「とよなか市民健康展」 

  「よい歯の高齢者 8020表彰」表彰式臨席 ※ 

23 日 うえの歩こう会 

25 日 インターン生合同活動発表会 

   上野小学校運動会見学 

26 日「交通安全フェア」 

27 日 ９月定例会 本会議 ※ 

 

第 14 回市政報告会 
日 時：11 月 20 日（土）午前 10時～12時        

場 所：堀田会館２階第一料理教室 

  （阪急バス豊中高校前から徒歩３分） 

参加費：無料（事前申し込みは要りません） 

主 催：前向きひろば 

連 絡：06-6854-5664 
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発行元 つながりひろば ～Ｌｉｎｋ Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

本会議や委員会の場で審議をするからこそ、 

市民の声（意見・要望・提案）が市政に反映され

るはずです。本会議での個人質問を行わなかっ

たり委員会の審議時間を制限したりすることで、

何の意味があるのでしょうか？ 

今、議員の存在意義、価値が問われている中、

私を含め議員自身が気を引き締め活動し、少し

でも多くの市民の方々に議会での議論などを 

伝え関心を持ってもらえるよう、議会を活性化し

なければならないはずです。しかし残念ながら 

市民の方々から、必要ないと思われるような  

議会を開き、議員の必要性に疑問を抱かせる 

議員が多いのではないかと思います。 

議会で質疑・審議を重ねることで、施策・事業の

課題や問題点が明らかになり、新たな施策・事業

の実施につながることが少なからずあります。 

つながり通信１０月号で、議会自らが「今年の９月

議会では個人質問は行わない」との決定をした 

ことをお伝えしましたが、先月行われた決算審議

においても、「１人の委員当たりの質疑時間を、 

目安として答弁を含めて 80 分と設定している」

と委員長から一言あって開始されました。あくまで

目安のはずですが、実際、審議が始まると他の

議員から幾度となく、プレッシャーをかけられ時間

に追われながらの質疑となってしまい、用意して

いた質問を全て行うことはできませんでした。 
 

議会や議員が必要ないのではなく、本来の役割を果たしていないから、

必要ないと思われているのではないでしょうか！！ 

前向きひろば 2010 年 7 月～9 月分 

収入 

前月繰越残高 \2,510,896 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 1)  \2,502 

合計（１） ￥3,413,398 

支出 

家屋費（イベント会場含） ￥222,515 

光熱費 ￥16,802 

通信費 ￥22,274 

印刷費 ￥12,000 

備品費 ￥0 

消耗品費 ￥18,438 

交通費 ￥7,980 

人件費 ￥416,000 

その他（注 2) ￥41,000 

合計（２） \757,009 

次月繰越 （１）－（２） \2,656,389 

 

2010 年 4 月～2010 年 9 月 

収入 

政務調査費（\70,000×6 か月分） \420,000 

利息 \38 

合計（１） \420,038 

支出 

研究研修費（勉強会参加費） \0 

資料購入費（コピー代） \0 

広報・通信費（郵送費・印刷代） \355,164 

合計 （２） \355,164 

収支差引 （１）－（２） \64,874 

 今年度上半期に交付された政務調査費の

収支報告です。日々の政務調査活動に  

大事に使わせて頂きました。 

2010 年 7 月～9 月分 

収 入 

議員報酬 \2,040,000 

合計 \2,040,000 

支 出 

議員共済掛金 \297,600 

所得税 \127,050 

議員団費 \10,200 

前向きひろば \900,000 

生活費 \705,150 

合計 \2,040,000 
（注 1) イベント参加費  

(注 2） 勉強会参加費 


